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国
内
で
は
、
こ
の
10
年
間
の
う

ち
平
成
30
年
７
月
豪
雨
、
令
和
元

年
東
日
本
台
風
、
令
和
２
年
７
月

豪
雨
な
ど
、
国
土
の
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
多
数
の
土
砂
災
害
、
河
川

堤
防
の
決
壊
等
が
生
じ
る
な
ど
、

気
候
変
動
の
影
響
と
思
わ
れ
る
激

甚
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
多
く
の

尊
い
命
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
全
国

ど
こ
に
お
い
て
も
、
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
災
害
に
見
舞
わ

れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

近
年
の
頻
発
・
激
甚
化
す
る
災

害
に
備
え
る
た
め
、
国
は
令
和
２

年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る「
防
災・

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３

か
年
緊
急
対
策
」
の
み
で
完
了
す

る
の
で
は
な
く
、
高
度
経
済
成
長

期
に
整
備
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
対
策
も
含
め
て
、
令
和
３
年

度
以
降
も
継
続
的
か
つ
計
画
的

に
、
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
措
置
さ
れ
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

▼
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」
に

続
く
新
た
な
措
置
を
講
じ
、
必
要

な
予
算
を
安
定
的
、
継
続
的
に
確

保
す
る
こ
と
▼
老
朽
化
対
策
に
つ

い
て
、
計
画
的
か
つ
着
実
な
推
進

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
予
算

を
確
保
す
る
こ
と
▼
災
害
発
生
時

の
迅
速
か
つ
円
滑
な
対
応
等
の
た

め
、
平
時
か
ら
地
方
公
共
団
体
の

支
援
を
行
う
地
方
整
備
局
の
人
員

体
制
を
強
化
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
（
担
当
・
蒲
生
哲
）

国
に
意
見
書
提
出
へ

教
育
民
生
常
任
委
員
会
　　

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
（
蒲
生
哲
委
員
長
、
委
員
６
人
）
は
12

月
７
日
、
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら
令
和
２
年
８
月
に
提
出
さ
れ
た

「
教
育
諸
条
件
の
改
善
に
関
す
る
要
望
書
」
の
対
応
に
つ
い
て
所

管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
教
委
の
細
谷
勇
次
教
育
次
長
と
千
葉
賢
一
学
校
教
育
課

長
か
ら
要
望
書
（
物
的
環
境
、
人
的
環
境
、
教
育
予
算
・
教

育
費
な
ど
３
項
目
）
に
対
す
る
対
応
状
況
や
今
後
の
方
向
性

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

物
的
環
境
に
つ
い
て
は
、
移
転
や
再
建
し
た
校
舎
近
く
の

住
宅
へ
校
庭
か
ら
飛
散
す
る
砂
ぼ
こ
り
な
ど
環
境
対
応
に
苦

慮
し
て
い
る
事
例
が
あ
り
、
そ
の
対
応
な
ど
を
検
討
し
て
い

る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ほ
か
の
校
舎
に
お
い
て

は
経
年
劣
化
に
よ
る
問
題
な
ど
が
あ
り
、
緊
急
的
な
も
の
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
中
に
対
応
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

人
的
環
境
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
に
加
配
教
員
を
要
望
し

て
い
る
こ
と
や
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
継
続
す
る
見

込
み
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

教
育
予
算
・
教
育
費
な
ど
に
つ
い
て
は
、
教
育
予
算
の
減

少
を
危
惧
す
る
意
見
が
出
さ
れ
て
お
り
、
現
状
維
持
に
努
め

て
い
く
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

調
査
を
通
じ
て
、
委
員
か
ら
は
「
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
速
や
か
に

報
告
す
べ
き
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
要
望

へ
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
議
会
に
も
情
報
提
供
を
し
て
も
ら

い
、
議
員
か
ら
も
広
く
住
民
に
伝
え
た
い
と
の
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

各
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

産
業
建
設
常
任
委
員
会
　　

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
鵜
浦
昌
也
委
員
長
、
委
員
６
人
）
は

12
月
７
日
、
広
田
半
島
営
農
組
合
（
臼
井
剛
組
合
長
、
組
合
員
96

人
）
の
関
係
者
か
ら
話
を
聞
く
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
方
法
は
、
委
員
２
人
が
同
組
合
の
加
工
部
門
「
工
房
め
ぐ

海
」
を
訪
問
。
議
場
に
い
る
ほ
か
の
委
員
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

リ
モ
ー
ト
で
結
び
、
臼
井
組
合
長
と
同
工
房
の
臼
井
美
奈
子
代
表

と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

臼
井
組
合
長
は
「
東
日
本
大
震
災
後
に
購
入
し
た
大
型
の
農
機

具
が
買
い
替
え
時
期
を
迎
え
て
い
る
が
、
費
用
を
ど
の
よ
う
に
工

面
す
れ
ば
い
い
か
が
課
題
」
と
強
調
。
ま
た
、「
若
い
世
代
に
引

き
継
い
で
い
き
た
い
が
、
広
田
町
は
漁
業
の
町
。
な
か
な
か
農
業

に
従
事
し
よ
う
と
す
る
若
者
が
少
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
工
房
め
ぐ
海
」
の
臼
井
代
表
は
、
製
造
販
売
し
て
い
る
自
慢

の
米
粉
ま
ん
じ
ゅ
う
、
お
や
き
、
が
ん
づ
き
な
ど
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
大
幅
に
売
り
上
げ
が
減
少
し
て
い
る

状
況
を
説
明
。

　

要
因
は
市
内
外
で
出
店
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
が
大
き

く
、「
最
近
は
午
前
中
だ
け
の
作
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
工
房
の

女
性
た
ち
も
、
も
っ
と
働
い
て
収
入
を
得
た
い
の
で
す
が
」
と
す

る
一
方
、「
最
近
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
の
売
れ

行
き
が
良
く
、
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
震
災
か
ら
苦
労
し
て
再
出
発
し
た
同
組
合
。
新
た
な
農
機
具

の
購
入
な
ど
、
行
政
支
援
の
必
要
性
が
あ
る
と
思
っ
た
ほ
か
、
後

継
者
問
題
や
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
の
特
産
品
の
販
売
方
法
な
ど
、

市
民
の
収
入
確
保
策
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
と
強
く
感
じ
ま
し

た
。

総
務
常
任
委
員
会　

　

総
務
常
任
委
員
会
（
中
野
貴
徳
委
員
長
、
委
員
６
人
）
は
、
12

月
７
日
、「
消
防
署
の
出
動
体
制
に
つ
い
て
」
の
所
管
事
務
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
本
市
消
防
本
部
の
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス

テ
ム
・
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
シ
ス
テ
ム
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
電
話
に
よ
る
救
急
要
請
１
１
９
番
は
、
携
帯

電
話
か
ら
も
市
外
局
番
な
し
で
１
１
９
番
す
る
こ
と
に
よ
り

最
寄
り
の
消
防
本
部
に
つ
な
が
る
こ
と
や
地
図
上
に
発
信
位

置
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
通
報
入
電
か
ら
現
地
到
着
ま
で

迅
速
に
対
応
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
外
国
人
か
ら
の
入
電
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
も
あ
り
、

37
カ
国
語
に
対
応
可
能
と
の
こ
と
で
、
世
界
中
の
方
々
に
安
心
し

て
来
訪
し
て
い
た
だ
け
る
環
境
に
つ
い
て
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
の
緊
急
通
報
件
数
は
１
４
２
９
件
で
、
そ
の
う
ち

間
違
い
が
２
４
１
件
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
主
な
原
因
は

携
帯
電
話
の
誤
発
信
で
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
で
所
有
者
が
気
づ
か
な

い
う
ち
に
発
信
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
出
動
体
制
に
つ
い
て
は
、手
指
消
毒
、検
温
・
記

録
な
ど
、一
般
的
な
対
策
の
ほ
か
、職
員
の
分
散
待
機
、引
き
継
ぎ

は
署
内
別
室
に
よ
る
電
話
な
ど
で
行
い
、
現
在
の
出
動
時
は
平
常

時
よ
り
強
力
な
感
染
防
止
衣
に
Ｎ
95
マ
ス
ク
、ゴ
ー
グ
ル
、シ
ュ
ー

ズ
カ
バ
ー
な
ど
で
隊
員
の
安
全
対
策
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
民
の
安
全
、
安
心
に
寄
与
す
る
消
防
署
の
役
割
と
し
て
、

万
が
一
に
備
え
た
対
策
を
講
じ
、
救
助
な
ど
に
向
か
う
隊
員

の
強
い
使
命
感
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

請　願　審　査
　請願第２号　「『子ども一人一人を大切にし、感染症にも強い少人数学級』を速やかに実現するこ
とを求める請願について」は、教育民生常任委員会に付託し、審査を経て12月10日の本会議に諮
りました。
　採決の結果、賛成少数で不採択としました。（担当・松田修一）

請　　願

【請願第２号】
「子ども一人一人を大切にし、感染症
にも強い少人数学級」を速やかに実
現することを求める請願について

結　果

不採択

討論＝反対　　伊　藤　勇　一

　国では、30人学級の実現を目指しているが、本市にお
いては現在94.9％の高い割合で実施され、30人学級が
ほぼ達成されている現状であります。本市にとって必要な
のは請願趣旨の少人数学級ではなく、きめ細やかな教育を
行うため、現実として増加傾向にある複式学級対応のため
の教員の加配や、スクールカウンセラーの配置であると考
えます。

討論＝賛成　　伊　勢　　　純

　賛成理由の第１は、子ども一人一人が大切にされ、感染
症対策にも強い少人数学級の実現は、市内の保護者や家族
の願いだからです。市内で30人以上の学級が３つあり、
身体的距離の確保が難しい状況です。第２に、文部科学省
も少人数学級を求めています。萩生田光一大臣は不退転の
決意で進めたいと予算確保に向け財務省と折衝していま
す。第３に、（公社）日本PTA全国協議会などの教育団
体や全国知事会・市長会・町村会の会長も連名で少人数学
級の実現を求めています。

【表決が分かれた案件】

※「○」は賛成、「×」は反対。「議」は議長のため、採否に参加せず。

請願第２号

福

　田

大

　坂

伊
藤（
明
）

及

　川

藤

　倉

大

　坪

菅

　野

佐
々
木

鵜

　浦

伊

　勢

蒲

　生

中

　野

畠

　山

伊
藤（
勇
）

小

　澤

大
和
田

松

　田

木

　村

議

×××

〇〇

×××

〇

××××××××

　

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」（
提
出
者
・
中
野
貴
徳

総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
）
を
内
閣
総
理
大
臣
や
所
管
大

臣
ら
に
提
出
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

趣　　旨

一人一人の子どもを大切にする教育を進め
るため、および新型コロナウイルス感染防
止対策として教室内の密集状態を緩和する
ため、現行の40人より少ない少人数学級の
速やかな実現に向けた措置をとるよう国に
対する意見書の提出を求めるもの。


